
Ⅰ.団体の社会的役割

(1)団体の目的

(2)団体の概要・活動・業務

Ⅳ.事業設計

(1)中⾧期アウトカム

(2)短期アウトカム 100字 指標 100字 初期値/初期状態 100字

(3)-3 アウトプット ※実行団体入力項目 100字 指標 100字 初期値/初期状態
1-1. 子ども たちが 相談しやすい 環境を 整備する 定期相談日（月4回：毎週木曜）を設定 個別相談の仕組みはあるが、定

期的な相談時間は未整備

学校に行きづらい子、社会になじめない人の相談支援事業や居場所づくりを行い、悩んでいるのは一人ではないことを感じるような安心できる生活の場

を提供し、利用者の自己肯定感を育て、未来へ向かって自立する支援をおこなうことを目的とする。

団体名                      特定非営利活動法人フリースペースよつば

支援対象団体 事業名                      よつば未来デザイン事業

事業名（副）

インスタ発信週1回/よつば便り

学期1回

朝倉市郡の成⾧した子ども、若者が持続可能な地域社会をつくる担い手となり始めている

①学校に行きづらい子・社会になじめない人及びその保護者や家族への相談支援事業

②学校に行きづらい子の体験活動事業

③学校に行きづらい子の学習支援事業

                                                       ④学校に行きづらい子・社会になじめない人及びその保護者や家族、関係者への研修・啓発事業

3.実行団体が 団体運営を 安定的に 行う ための 財政状態である 最低賃金を保証できるようになる 毎年ゆとりのない状況である

2.実行団体が 社会から 信頼される 体制を 整え、 多様な ステークホル

ダーと 連携・ 協働している。 

他の団体との連携が取れている（親の会、子ど

も食堂、こども未来課）

月1回の学校連絡会/年2回の行

政との情報共有

1.実行団体が 円滑な 事業運営を 行い、 自団体の 事業に ついて 社会に 向

け発信している。 

色んな媒体を用いてSNS発信を毎週している



33/200字

21/200字

14/200字

23/200字

38/200字

13/200字

1-2-3. 社会見学 （公共交通機関の 利用経験） 27/200字

1-2-4. よつば交流会 （先輩の 生き方を 知る） 28/200字

1-2-4. ボランティア活動 （清掃活動） 22/200字

1-3-1. フリースクール 14/200字

1-3-2. 自主学 習会 14/200字

1-4-1. よつば学習会 14/200字

1-2-2. 職 場体 験

1 -1-3.  個人 懇談

1-1-4. 居場所提供 （フリースペース） 

1-2-1. お楽しみ会・子ども 祭り （立案、 計画、 自己表現の 場） 

1-1-2. 月一回の 学校連絡会を 行う

3-3. 最低賃金が 支払えるようになる 最低賃金が支払えている状況になっている 最低賃金が支払えていない

3-4. 企業から 協賛金が もらえるようになる 企業協賛の開拓ノウハウの取得 企業協賛は未開拓

(3)-1 活動

1 -1 -1 .  相談 支援 （随時： 面談 ・ 電話 相談）

3-1. 行政から 継続的に 安定的な 補助金・助成金を もらえるように なる 朝倉市:200万の補助金をもらう/行政との定期協

議年2回

単年度の補助金・助成金が中心/

寄付やクラファンなど単発収入
3-2. 継続してもっと 自主財源を 作る マンスリーサポーター：20人 マンスリーサポーターのページ

作成済、賛助会員正会員の募集

2-2.課題解決の ための 連携する 団体との 役割分担が できる それぞれの団体の強みを理解する 協力関係はあるが役割整理が明

確ではない
2-3. 課題解決の ために、 各団体と 協働する 協働イベント年二回 個別の協働はあるが、継続的な

ものが少ない

1-4. 子ども たちが 生きやすい 地域づくりなどの 環境整備 地域交流イベント（保護者による食事作り）：

年４回

学校との月一回の連絡会/地域イ

ベントや交流はあるが限定的
2-1.連携する 団体との 成果・課題共 有が できるようになる 学校との月一回の連絡会/月１回の親の会の参加 学校との月一回の連絡会/親の

会、子ども食堂への参加可能な

1-2. 子どもの 自主性を 育てる 計画を 推進できるようになる 子ども主体の活動企画：年1回 → 2回/子ども自

身が目標を設定する仕組みの導入

子ども主体の活動はあるが体系

化されていない/子ども主体の企
1-3. 子ども 一人 ひとりの ニーズに 対応できるようになる 定期相談日（月4回：毎週木曜）を設定 個別対応は行っており、記録や

支援計画がされている



1-4-2. 関係機関との 情報共有・交換 21/200字

1-4-3. 情報発信 （よつば 便り、 SNS、 HP等の 活用） 35/200字

2-1-1. 保護者との 情報共有 17/200字

2-1-2. こども 未来課との 連携 19/200字

2-1-3. こども 食堂との 連携 18/200字

2-2-1. ほっと すまいる スペースとの 連携 25/200字

2-2-2. えが おの 会との 連携 19/200字

2-2-3. だいちの 会の 連携 17/200字

2-3-1. 見学・相談の 受け入れ 18/200字

2-3-2.保護者・子ども への サポート 21/200字

2-3-3. 各ステークホルダーへの 報告、 共通理解 27/200字

3-1-1. 行政との 情報交換を 密に 行う 24/200字

3-1-2. SNSや HP等で 広報活動に 努める 27/200字

3-1-3.議員への 働きかけ 15/200字

3-1-4. 保護者の 理解を 深める 20/200字

3-1-5. よつば 便りの 充実 17/200字

3-2-1.  資源物 回収 15/200字

3-2-2. マンスリーサポーター呼びかけ・実 23/200字

3-2-3. 子ども たち 自らが 活動の 資金調達を する 31/200字

3-2-4. クラウドファウンディングを 実施 23/200字

3-2-5. マルシェ・子ども 祭り、 バザーなどでの 物品販売 32/200字

3-2-6. オンラインショップの 周知 20/200字

3-3-1. 行政との 情報交換を 密に 行う 24/200字

3-3-2. SNSや HP等で 広報活動に 努める 27/200字

3-3-3.議員への 働きかけ 15/200字

3-3-4. 保護者の 理解を 深める 20/200字

3-3-5. よつば 便りの 充実 17/200字



3-3-7. マンスリーサポーター呼びかけ・実施 24/200字

3-3-8. クラウドファウンディングを 実施 23/200字

3-3-9. 子ども たち 自らが 活動の 資金調達を する 31/200字

3-3-10. マルシェ・子ども 祭り、 バザーなどでの 物品販売 33/200字

3-3-11. オンラインショップの 周知 21/200字

3-4-1. 企業への 広報活動 16/200字

3-4-2. SNSや HP等で 広報活動に 努める 27/200字

3-4-3. クラウドファウンディングを 実施 23/200字

0/200字

0/200字

0/200字


